
歳入
641億円

歳出
620億円

歳入の主な内訳歳出(目的別)の主な内訳

市税
273億円

　手数料・使用料他　29億円

国・県  
　から
243億円

借入金
 71億円

繰越金 18億円 繰入金 7億円

民生費
238億円

総務費
113億円

公債費
66億円

土木費
64億円

教育費
53億円

衛生費
52億円

消 防費
20億円

その他 14億円
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　左のグラフを見ると620万円使っていて、自前の収入だけで

まかなえない不足分は実家からの援助と借金、貯金の取崩しで

埋めていることになります。

　実家からの援助243万円には、実家の仕事のための調査
や配達まどを手伝って得た自前の副収入は132万円です。
　給料と妻のパート収入、実家の仕事を手伝った分に前年度
の残金を加えた自前の収入は452万円で、不足分は168万
円でした。
　実家では、給料などが減った分として ､前年よりも15万
5000円多く援助してくれました（財政上は地方交付税が15
億5000万円増の79億円余）。そのため、貯金の取崩しが昨
年よりも少なくて済みました。
　また、前年度までは利子の高い借金を利子の低いものに借
り換えていたのですが、それが一段落し、今年度は借換えを
行わなかったなどによって借金の額が減りました。
　さらに、年末に支払う予定の出費が不必要になったので、
実家からの援助が増えた分と合わせて32万貯金に回し、翌
年に17万円繰越すことができて、ほっと一息ついた春日部
家です。
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春日部市の平成22年度一般会計の決算・その１

〈家計にたとえると〉

　春日部市の歳入（収入）を1万分の１にして家計に置き換
えてみました。（   ）内は ､21年度との比較です。

ⓐ給料 < 市税 >　　　　　　　　　273万円 （−5万円）
ⓑパート収入 < 使用料・手数料他＞ 29万円 ( −2万円）
ⓒ実家からの援助 < 国・県から >　243万円 ( ＋5万円）
ⓓ昨年度の残  < 繰越金 >  　　　　18万円 ( ＋6万円）
ⓔ貯金の取崩し < 繰入金 >　 　　　  7万円 ( −8万円）
ⓕ借金 < 借入金＞　　  　　　　    71万円 ( −8万円）

　春日部家では ､ 夫の給料が5万円も少なくなりました。妻
のパート収入も2万円減りました。
　しかし、実家の仕送りや実家の仕事を手伝った分の援助が
5万円増え、前年末には21年の末よりも6万円多く残ってい
たので、貯金の取崩しと借金が共に，前の年よりも8万円少
なくてすみました。




